
Ⅰ はじめに

２１世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での
活動の基盤として飛躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代であると言われて
いる。そのため、新学習指導要領では、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれた育
成を目指して、「生きる力」をはぐくむことがより一層重視されている。また、学習活動におい
ては、言語活動を充実しながら、児童生徒の発達段階に応じて、基本的な知識、概念や技能を
確実に習得し、それらを活用する力や探究する力を身につけさせ、「思考力・判断力・表現力」
を育成することが求められている。
これらを踏まえ、新学習指導要領算数科では、「算数的活動を通して、数量や図形についての

基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、日常の事象について見通しをもち筋道を立てて考
え、表現する能力を育てるとともに、算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き、進
んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。」を目標としている。今回の改訂における
新しい方向性として、「算数的活動のより一層の充実」「表現する能力の育成」「活用することの
重視」があげられる。
平成２２年度「全国学力・学習状況調査」宮崎県の結果をみると、知識に関する問題に関し

ては理解できているとみることができる。しかしながら、活用に関する問題に関しては理解が
不十分で、知識・技能を活用して課題を解決するために必要な数学的な思考力・表現力に大き
な課題がみられる。
新学習指導要領解説算数編によると、数学的な思考力・表現力を育てるために、「言葉や数、

式、図などを用いて考えたり表現したり、互いに自分の考えを表現し合ったりするなどの学習
活動を積極的に取り入れること」とある。つまり、数学的な思考力・表現力を育てるためには、
自分の考えを相手に分かりやすく伝えたり、互いに表現し合ったりするなど、児童が様々な考
えを出し合い、学び合う指導を充実させる必要がある。そのためには、児童に好奇心や疑問を
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もたせ、児童自らが考えてみたくなるような問題に取り組ませたり、児童同士のかかわりを重
視したりするなどの算数的活動を取り入れた授業を展開する必要があると考える。
そこで、本研究では、学力調査等から課題であると思われる「数量関係」に領域を絞り、算

数的活動を取り入れた学び合いの学習を通した授業を展開することにより、数学的な思考力・
表現力を育てることができるのではないかと考え、考察していくこととした。

Ⅱ 数量関係において思考力・表現力を育てる授業の具体化

１ 数量関係について
（１）「D数量関係」の領域のねらい

この領域のねらいは、次の２つである１）。

今回の改訂では、言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いた思考力、判断力、表現力等
を重視するため、低学年から「D数量関係」の領域を設け、各学年において充実を図っている。

（２）各種の学力調査からみる数量関係の実態に関わること
① 平成２２年度全国学力・学習状況調査について
宮崎県教育委員会学校政策課が以下のように結果をまとめている２）。

A問題とB問題の差が一番大きい領域が「数量関係」だった。その差が４.７点もあった。
知識・技能を活用して課題を解決するために必要な数学的な思考力・表現力に大きな課題が
みられる。

次に、数量関係の問題の宮崎県と全国の正答率・無答率を調べると以下のようであっ
た３）。
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① 「A数と計算」「B量と測定」及び「C図形」の各領域の内容を理解したり、活用し

たりする際に用いられる数学的な考え方や方法を身に付けること。

② 数量や図形について調べたり、表現したりする方法を身に付けること。



数学的な思考力・表現力を育てるための学習指導の研究
～「数量関係」において算数的活動を取り入れた学び合いの学習を通して～

「算数Ａ」
1（６）

9（１） （２）

数量関係の問題が１９問中３問出題されている。出題割合は約１６％である。やや少ない
問題数である。３問とも全国と比較してみて、正答率も無答率もよい結果であった。
基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているようである。

「算数Ｂ」
1 3（１）

3（２） 3（３）

5（１） 5（２）

数量関係の問題が１２問中６問出題されている。出題割合は５０％である。Ｂ問題に占め
る数量関係の割合が高い。６問のうち３問が、全国と比べ正答率が低い。
3（３）は二次元表に示された数の意味を考え、グラフと関連付けることに課題がある。
5（１）は、基準量と比較量の関係を表している図を判断することに課題がある。
5（２）は、割合が一定の場面で、比較量が最も大きくなるときの基準量を判断し、その

理由を言葉や式を用いて記述することに課題がある。特に５年生で学習する「割合」につい
ての問題について課題がみられる。

② 平成２３年度「みやざき小中学校学力・意識調査」について
学習到達度調査の概要は以下の通りである４）。

４領域の中で、数量関係の平均到達度が一番低い。宮崎県が設定している目標値の達成率
も３割程度である。数量関係の理解度が低いことが分かる。
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0.8％65.9％全 国
0.5％（＋0.3）69.5％（＋3.6）宮崎県

無答率正答率

10.4％57.4％全 国
7.5％（＋0.3）60.5％（＋3.1）宮崎県

無答率正答率

4.3％73.8％全 国
2.7％（＋1.6）78.5％（＋4.7）宮崎県

無答率正答率

12.1％42.2％全 国
11.5％（＋0.6）42.6％（＋0.4）宮崎県

無答率正答率

3.6％61.4％全 国
2.1％（＋1.5）61.5％（＋0.1）宮崎県

無答率正答率

1.1％95.9％全 国
0.6％（＋0.5）96.7％（＋0.8）宮崎県

無答率正答率

1.9％69.0％全 国
1.6％（＋0.3）66.6％（－2.4）宮崎県

無答率正答率

1.2％40.0％全 国
0.6％（＋0.6）38.6％（－1.4）宮崎県

無答率正答率

4.5％17.1％全 国
3.0％（＋1.6）14.4％（－2.7）宮崎県

無答率正答率

42.267.6図 形

70.037.654.9量と測定

77.860.974.1数と計算

目標値達成率平均到達度

65.029.852.0数量関係

73.3



次に、数量関係の設問別通過率を調べてみた。

数量関係の問題は、３０問中１１問である。出題割合は３７％である。他の３領域と比べ、
無回答率が高い。無回答率が１０％をこえているのは、「図形」で１問、「数と計算」「量と測
定」で０問、「数量関係」で５問である。「数量関係」の問題が、後半に集中しているため、
時間内に問題を解くことができなかったとも考えられるが、理解できていないのではないか
と予想される。
また、領域の目標設定値６５．０％を下回っている問題が、１１問中７問もある。実に、

６４％の割合である。

２ 算数科授業作りのポイント
小学校学習指導要領解説算数編（平成２０年８月）では、改訂の基本方針として「基礎的・

基本的な知識・技能の確実な定着」「数学的な思考力・表現力の育成」「学ぶ意欲の向上」の
三つを挙げている。また、これらのことを図るため、算数的活動をより一層充実させること
を求めている。
そこで、「数学的な思考力・表現力の育成」を目指した小学校算数科の授業づくりにかかわっ

て大切にしたい内容を３つ示す５）。
Ⅰ「伝達型」から「創造型」へ授業スタイルの転換
考える楽しさを実感させる授業づくりを進めることが大切である。そのためには、授業ス

タイルを「伝達型」から「創造型」に転換させる必要がある。「創造型」の授業は、問題解決
の授業がベースになる。流れは、児童が「問い」をもつ→「問い」を基に学習の目当て（課
題）の設定→解決の見通し→解決の実行→比較検討を図る中で、児童自ら新たな発見→新た
な課題を見つけるである。
そのために、次のような工夫や場の設定をしたい。
・児童の知的好奇心を高める問題提示の工夫
・児童自ら新たな発見や気付きを生むことができるよう発問や支援の工夫
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7

1.662.0Ａ四則の混合した計算515

無解答率全県分類出題内容小問大問通し番号

1522

1.371.1Ａ資料の分類整理1521

11.270.0Ｂ１余りのある除法22

Ｂ１数量の関係式2524

3.334.2Ｂ２資料の分類整理1523

1.674.5Ｂ２資料の分類整理

10.76.9Ｂ２実生活の場面における活用2627

14.558.2Ｂ１数量関係の発展的な考え方2525

18.435.2

730

8.240.6Ｂ２実生活の場面における活用2729

6.079.4Ｂ２実生活の場面における活用1728

12.640.1Ｂ２実生活の場面における活用2
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・単元指導計画に日常生活や他教科等の学習へ活用する活動の設定

Ⅱ 目的を明確にした算数的活動の設定
学習指導要領解説のｐ１０、１１には、２９の算数的活動の事例が示されている。作業的、

体験的な活動は、数量や図形について実感的に理解させるために欠かせない活動である。例
示された算数的活動には、目的と内容が明確に示されている。これらを参考にして、児童が
活動の目的を見失うことがないように、目的を明確にした算数的活動を工夫することが大切
である。

Ⅲ 多様な表現方法を用いて説明する活動の設定
算数科における表現方法として、具体物、言葉、数、式、図、表、グラフなどがある。こ

れらの表現方法を用いて、自他の考えを論理的に分かりやすく表現することが求められてい
る。例えば、他者がかいた図を読み取って言葉や式を用いて説明する活動などを設定して、
様々な表現方法を相互に関連付けることが考えられる。特に、図や表による表現には演算決
定や説明、答えの確かめなどの役割があり、問題解決に有効に働く。低学年からこうした図
などを活用する活動を積極的に授業に取り入れて、慣れ親しませることが、自分の考えを説
明したり表現したりする学習活動を充実させることにつながる。

３ 問題解決的な学習過程
これまでの算数科の学習においては、以下のような問題解決的な学習の実践が行われてき

た。これらの実践の中で、学習指導要領に示された算数的活動についても、様々な実践が行
われてきた。

基礎的・基本的な知識・及び技能の習得には効果があるように思われる。しかし、思考力・
表現力を育むことにはつながっていないことが、諸調査の結果から述べられている６）。
そこで、これからの授業実践では以下のような学習過程を設定したい。
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探究的な活動、発展的な活動、応
用的な活動

自力解決した方法を話し合い、各自の考
えを広げたりまとめたりする。学び合う

作業的な活動、体験的な活動、具
体物を用いた活動、調査的な活動

一人一人が学習課題の解決に向けて取り
組む。自力解決

既習内容を想起し、本時の学習課題の解
決方法や答えの見通しをもつ。見通す

本時の学習内容をつかみ、学習に対する
意欲を高める。つかむ

主な算数的活動学習活動学習過程

総合的な活動
学習した内容を振り返り、分かったこと

を明らかにするとともに、日常生活に結び
付ける。

まとめる



４ 算数的活動で考える力を育てる
（１）「算数的活動」の捉え方の差異

平成１１年度に出された学習指導要領の目標と現学習指導要領の目標の違いを見てみる。

こうして目標を並列してみると、改訂された現学習指導要領がいかに算数的活動を重視し
ているのかがよく分かる。
次に、学習指導要領解説書算数編に書かれる「算数的活動」の捉えられ方について調べた。

平成１１年度学習指導要領での「算数的活動」は、作業的・体験的な外的な活動を重視して
行われることが多く、内的な活動が少なかったのではないかと考えられる。そのため、楽し
いだけに終わってしまう授業も多かったのではないかと考えられる。各種学力調査結果から
も「思考力」「表現力」の育成がいかに今後の教育に必要かが分かる。そこで、現学習指導要
領は、「内的な活動」をより重視した算数的活動を求めているのではないかと解釈する。

（２）「算数的活動」を取り入れる意義
算数的活動を取り入れることで、授業を次のように改善することができる。

鎌田頼彦・添田佳伸40

発展的・応用的に考える活動、考
えを表現する活動、考えを説明す
る活動、探究的な活動

自力解決した方法を話し合い、各自の考
えを広げたりまとめたりする。自分の考え
を多様な方法で表現したり、互いの考えを
分かりやすく伝え、説明したりする。

学び合う

作業的な活動、体験的な活動、具
体物を用いた活動、調査的な活動

学習課題の解決に向けて主体的に活動に
取り組む。場合によっては、児童で協力し
て解決することもある。

自力解決

振り返る活動
既習内容を想起し、本時の学習課題の解

決方法や答えの見通しをもつ。また、解決
方法などの共有化を図る。

見通す

本時の学習課題をつかみ、学習に対する
意欲を高める。つかむ

主な算数的活動学習活動学習過程

発展的な学習、応用的な学習、総
合的な活動

学習した内容を振り返り、分かったこと
やできるようになったことを明らかにす
る。また、日常生活や算数の学習に結び付
ける。

まとめる

【現学習指導要領】
算数的活動を通して、数量や図形につい

ての基礎的・基本的な知識及び技能を身に
付け、日常の事象について見通しをもち筋
道を立てて考え、表現する能力を育てると
ともに、算数的活動の楽しさや数理的な処
理のよさに気付き、進んで生活や学習に活
用しようとする態度を育てる。

【平成11年度学習指導要領】
数量や図形についての算数的活動

を通して、基礎的な知識と技能を身に
付け、日常の事象について見通しをも
ち筋道を立てて考える能力を育てる
とともに、活動の楽しさや数理的な処
理のよさに気付き、進んで生活に生か
そうとする態度を育てる。
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算数的活動は、基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付けたり、数学的な思考力・表
現力を高めたり、算数を学ぶことの楽しさや意義を実感したりするために、重要な役割を果
たす。
学び合う算数の授業においては、算数的活動は有効に働く。しかし、活動をさせるには、

その背景にある意味を明確にする必要がある。ただ活動をさせただけでは、理解は深まらな
い。また、楽しさも活動の楽しさであって、算数の楽しさではない。そこで、活動の背景に
ある教材の価値や意義を丁寧に検討することが大事である。

５ 学び合いで思考力・表現力を育てる
学校教育においての算数学習で大切なことは、それぞれの学習内容の知識・理解、数学的

な考え方を身につけることはもちろんである。それらを友達と学習することによって学ぶ。
そして、自分の考えを相手に伝えたいと思う気持ちやわかりやすく表現する力、そして、友
達の考えをわかろうとする態度やよりよいものを追及していこうとする意欲を培っていくの
である。友達と学習することで、算数の知識・理解、考え方や意欲・態度を養っていく。こ
れが学校で学習することのよさだと考える。友達との学び合いの中で子どもたちは思考力・
表現力を高めていくのである７）。
友達と学習していれば、学び合いになるのかと言えば、そうではない。授業前半で黙々と

自力解決に取り組み、後半で選ばれた児童の発表で終わってしまうことがあった。この授業
では、友達の発表を聞いて、ああいう方法もあったのかと思うかもしれない。しかし、積極
的な学び合いは見られない。もっと友達の意見や考え方に積極的にかかわらせていきたい。
それでこそ、思考力・表現力が高まるのである。
そのためには、まず自分の考えをしっかりともつことが大切である。次に、その考えを友

達と話し合う。友達の考えと比較することで、自分の考えを深めたり広げたりすることがで
きる。また、新たな考えを発見することができる。
学び合いを行うことで、自分の考えを表したり、友達に説明したりすることになる。学び

合いは、思考力・表現力を育てるために有効な手段と考える。
そこで、学び合いを充実させるために、以下の２点を実践していくことにした。
① ノートの活用
② 話し合いを活性化させるグループ活動
これらを児童の活動の中に組み入れて、学び合いを組織し、思考力・表現力を育てようと

考えた。
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① 児童の活動を中心とした主体的なものとする。
② 児童のとって楽しいものとする。
③ 児童にとって分かりやすいものとする。
④ 児童にとって感動のあるものとする。
⑤ 創造的・発展的なものとする。
⑥ 日常生活や自然現象と結びついたものとする。
⑦ 他教科、総合的な学習の時間等と関連させる活動を構想しやすくする｡



（１）ノートの活用
算数科においてノートを活用する目的は、1)問題文などを記録する。2)計算練習帳とし

て活用する。3)問題解決における思考過程を記述する。4)振り返りを図る。5)自分の考え
を友達に説明する、等である。
これまでは、児童の考えを書くというより、板書された問題文や教師がまとめた計算の

仕方等を書き写したり、計算練習帳として活用したりしている場面が多々見られた。
そこで、児童一人一人がノートづくりをしてくことで、思考力・表現力が高まると考え

た。このようなノートづくりを行うと次のようなよさが考えられる８）。

問題解決における思考過程を記述させたり、学習の振り返りを図ったり、友達への説明
をさせたりするためにノートを活用していくことが重要である。
ワークシートを使っていることもあったが、「書くこと」の日常化を図り、習慣化させ、

書く力を育てるためには、ノートを有効に活用したい。
① ノートに書くこと

上記のうち、特にｂ,ｃ,ｄを重視したい。「書かせるために授業が進まない」状況に陥る
ことなく、「書く」ことで、「思考力・表現力が高まる」ことを念頭に指導していきたい。
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ア 教師は児童の考えのみちすじが分かる。
イ 教師は児童の考えのみちすじを推測し、評価につなげることができる。
ウ 児童は自分の考えのみちすじが分かり、見通しをもって考えを進めることができる。
エ 児童はいつでも、必要な時に自分の考えを振り返って、考えを修正したり、確かめた

りすることができる。

式、図、表、グラフ等を用いて、記号化して簡潔・明瞭に表す、
数量化して正確に表す、また、図形化して分かり易く表す等、算
数のよさを十分に味わわせた表現をさせたい。
また、「解決のための表現」と「説明のための表現」では、図や

式、言葉での表現が変わってくることも念頭におきたい。「誰の
ために、何のために書くか」等、目的意識をしっかりもたせて書
かせることが重要である。

ｃ 考 え た プ ロ セ
ス、根拠を書く。

たとえ直感であっても自分の考えをメモさせる。自分の考えが
もてればそれが合っているかどうか確かめたくなるものであり、
見通しをもつこともできる。また、ノートにメモさせることで学
習意欲を向上させることもできる。

ｂ 答え（およそで
あってもよい）、着
想を書く。

本時の学習で分かったことや感想を書くことで、次時の学習意
欲につなげたい。また、児童の実態をしっかりと把握するために
活用したい。

ノートに書く速さに個人差があるので、できるだけ短時間でか
けるように習慣化させておくことが大切である。ａ 課題を書く。

ｅ まとめや感想を
書く。

留 意 点書く内容

自分では考えつかなかった友達の考えのよさを自分の言葉で記
述させることが表現力を高め思考力を深めるので、十分時間を確
保したい。

ｄ 友達のよい考え
や自分の考えを修
正、加筆する。



数学的な思考力・表現力を育てるための学習指導の研究
～「数量関係」において算数的活動を取り入れた学び合いの学習を通して～

② 表現力を鍛えるノートにかかせたい「５つの視点」』９)

ア 絵図的表現でイメージ力を高める。
「文章問題」と「図」と「式」この３つをつなげる指導が大切。

イ 学習感想を書かせることで、文字言語による表現力を高める。
良い内容は、算数の時間の始めや帰りの会などで紹介したり、学級だよりで紹介し

たりしながら、「よりよい算数感想文」のイメージをもたせていくことは大切。
ウ 式を操作して答えを導く思考過程をそのまま書かせることで表現力を高める。

自分の考えを式を活用して表現する力は大切。計算の仕方を説明させる活動が、式
上の操作的表現力を高めていく。

エ 「根拠」を書かせることで思考力と表現力を鍛える。
自分の考えを書かせる指導は、演繹的に考える力の育成につながる。自分の考えの

説明にも、そして、友達の考えを聞いて理解した後にも「だってね～だから～。」とい
文章をかかせることで、論理的な思考力が育ち、それとともに、表現力も高まってい
く。

オ 「発見したこと」をかかせることで、思考力と表現力を鍛える。
キーワードを必ず使わせて書かせることも思考力・表現力を高めることにつながる。

（２）話し合いを活性化させるグループ活動
「グループ活動」は、学習形態の１つである。すなわち、「グループ活動」を行うこと自身

が目的ではなく、別のある目的を達成するための効果的な学習の１つとして、「グループ学習」
を取り入れると考えるべきだ。したがって、単に「グループ活動」を取り入れるということ
ではなく、授業のねらいを明確にして、また、「グループ活動」を行う意図を明らかにした上
で、授業に取り入れることが重要である10)。
① グループ活動の長所と期待される効果
グループ活動の長所として、次の３点を挙げることができる。「分からない部分を質問し

やすい。」「自分の考えを発表しやすい。」「友達同士で議論しやすい。」共通して言えることは、
子どもが発言しやすいことである。
グループ活動を取り入れることによって期待される効果としては、次の３点を挙げること

ができる。

② グループ活動の学習形態の長所と短所
「学び合いの学習形態」についての表である。この中で、「ペア」と「３人グループ」で行
いたい。どちらの学習形態で授業を行うかは、単元や学習内容に応じて活用していきたい。
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・ 多様な考えを共有することができ、分からない部分を理解することができ、どこが誤
りであるかを考える活動を通して、「数学的に考える能力を高めることができる」こと
が期待できる。

・ 他の人の説明を聞いたり、自分の考えを他の人に分かりやすく説明しようとしたりす
る経験を通して、「数学的に表現する能力を高める」ことが期待できる。

・ 授業中に発言する機会が増え、グループのメンバーと共同して考え学び合う活動を通
して、授業に主体的に参加することができ、「学習意欲の向上」が期待できる。



Ⅲ 授業実践事例

理論に基づいた授業の実践を試みることにした。第２学年単元「かけ算（２）」の「かけ算を
使った問題」で実践を行った。
１ 授業の概要
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・解決への見通しがもてない児童
は、何をどう進めてよいか分か
らない。

・自分の考えの正誤が比較できな
い。

・自分のペースでじっくり考え、自
力解決をする。

〈個人〉
１人（自分自身）
で学習を進める

短 所長 所学習形態

・多様な考え方に出会う機会が少
ない。

・２人とも説明できない場合は活
動できない。

・気軽に話せる。
・説明する機会が多い。
・短い時間で簡単に活動できる。
・分からない所を教えてもらえる。

〈ペア〉
２人（隣どうし）
で学習を進める

・発言の機会が減る。
・少人数の時に比べ、児童が受け
身になりやすい。

・大勢の前で発表するのが苦手な
児童にとっては、負担が大きい。

・多様な考え方に出会う機会が増
え、学級全体で考えを練り上げ
ることにより、思考力をより高
めることが期待できる。

・全員で考え方を共通理解できる。

〈一斉〉
学級全員で同じ
内容について一
斉に学習を進め
る

・活動を始める時、互いに考慮し
合うことがある。

・各グループの活動の進め方に差
が生じる。

・自己主張の強い児童がいると、
学習が進め辛くなることがあ
る。

・グループの中の１人で理解でき
ていれば活動できる。

・数名の考えや意見を聞くことで、
考えを練り上げられる。

・一斉に時に比べ、発言しやすい。
・グループ間で競い合うことで、意

欲を高めることができる。

〈グループ〉
３人～５人のグ
ループで学習を
進める

【本単元の目標】
○ アレイ図の便利さに気づき、進んで九九を構成しようとする。また、九九のよさが分か
り、進んで用いようとする。 （関心・意欲・態度）

○ アレイ図や、かける数が１ふえると積はかけられる数だけふえることを使って、九九を
構成することができる。 （数学的な考え方）

○ 九九を唱えたり、それを適用したりして問題を解くことができる。 （技能）
○ アレイ図を使った九九の構成の仕方を理解することができる。また、かけ算が用いられ
る場面を理解することができる。 （知識・理解）

【本時の目標】
○ 乗法と加法、乗法と減法が組み合わされた３要素２段階の問題を自分なりの方法で考
え、解くことができる。



数学的な思考力・表現力を育てるための学習指導の研究
～「数量関係」において算数的活動を取り入れた学び合いの学習を通して～

2 授業の様子
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【授業の視点】
○ 見通しをもち根拠を明らかにし、筋道を立てて考える学習活動の在り方。
・ 既習事項と比較した見通しのもたせ方。
・ 根拠を明らかにして表現させるノート指導の在り方。
○ 絵・図・言葉・テープ図・数直線など自分なりの方法を用いて自分の考えを分かりやす
く説明したり、互いに自分の考えを表現し合ったりする学習活動の在り方。
・ 絵・図・言葉・テープ図・数直線など自分なりの方法を用いて自分の考えを分かりや

すく説明させる活動の在り方。
・ 互いの考えを比べ合い、算数・数学のよさを実感させる指導の在り方。

【本時の授業仮説】
○ 学習問題の解法について見通しをもち、自分の考えを自分なりの方法でノートに書いた
り、ノートに書いたことをペアや全体で説明したり、自分の考えを修正したりすれば、数
学的な思考力・表現力を育てることができるであろう。
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３ 検証授業を通しての成果と課題（○成果●課題）
○ 既習内容を想起し、比較させることで、学習課
題の解決方法や答えの見通しをもたせることがで
きた。

○ 解決方法を確認することで、解決方法などの共
有化を図ることができた。また、自分なりの方法
を選ぶことができた。

○ 自分なりの方法で学習課題の解決を行ったので、
主体的に活動に取り組むことができた。また、自
分の考えを多様な方法で表現することができた。

○ 自力解決したものをペアでお互いの考えを話し
合うことで、自分の考えと友達の考えを比較する
ことができ、自分の考えを広げたり深めたりする
ことができた。

○ ペアで話し合った後に自力解決した自分の解法
を修正する時間を確保したことで、最初は間違っ
ていた答えを正しく修正している児童がいた。

○ 自力解決の場面で考えた方法や答えを自分なり
に表現することや友達に分かりやすく説明する活
動を取り入れたことで、身に付けた知識・技能の
活用が図られた。

○ 全体で話し合う前にペアで話し合うことで、自
分の考えに自信をもち、全体で発表することがで
きた。

○ 自分の考えを分かりやすく説明するために、聞
き手を意識しながら対話方式をとった。そのこと
で、聞き手も集中して発表を聞くことができた。

● 学習課題の解決の見通しを児童にどこまでもた
せたらいいか、検討する必要がある。思考の妨げ
にならないようにする必要がある。

● 学習課題を解決するために、多様な方法で考え
る事はできたが、一つ一つの方法について正確に
理解させる必要がある。

● 学習課題を解決するために、図やテープ図を書
く際に正確に書かせる必要がある。正確に書くこ
とで、答えの見通しをもつことができる。

● 対話方式で説明をさせたが、説明に対して質問をしたり意見を言ったりできるようにし
ていく必要がある。

● 分かったことやできるようになったことを日常生活にむすびつけていくようにしていく
必要がある。
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Ⅳ おわりに

「数学的な思考力・表現力」を育てるため、本研究では、領域を数量関係に絞り、算数的活
動を取り入れた学び合いの学習を行ってきた。授業実践をした結果、今後の課題として、以下
のような点があげられる。

ア 本研究の内容をより実践的なものとするためにも、他の単元、他の学年でも研究を進
める必要がある。

イ 領域を数量関係に絞り研究を進めてきたが、他の領域でも研究を進める必要がある。
ウ 学習課題を解決するために、これまでのように多様な方法で考えさせていくが、その
際にそれぞれの方法の意味を正確に理解させる必要がある。また、正確に書いていく必
要がある。

エ ノートを活用して自分の思考過程を書かせているが、ノートの活用法についてさらに
研究を進める必要がある。

オ 学び合いのためにペア学習に取り組んできたが、学習内容に応じて３人組で学習を行
うなど、学習形態について研究を進める必要がある。

カ 学習することの意義や有用性を感じさせるために、指導内容と日常生活の関連を図
り、思考力・表現力をさらに育むことを目指した授業づくりの工夫・改善が必要である。

今後も、さらに実践の幅や種類を向上させ、児童が「数学的な思考力・表現力」を育てるに
はどのような授業を行えばよいのか、継続して研究を積み重ねていきたい。

引用・参考文献

１）編集代表 宇田廣文「改訂 算数科教育の研究と実践 九州算数教育研究会」
２）宮崎県教育委員会学校政策課「平成22年度 全国学力・学習状況調査宮崎県の調査結果

【3 小学校算数の結果概要】」2010
３）国立教育政策研究所「平成22年度 全国学力・学習状況調査 調査結果資料

【都道府県】設問別調査結果 宮崎県―児童（公立）」2010
４）宮崎県教育委員会「平成23年度「みやざき小中学校学力・意識調査」分析結果」2011
５）「算数科授業づくりのポイント」

http://www.edu-ctr.pref.okayama.jp/.../sho.../shoinnkenkyuu.pdf

６）「問題解決学習における指導の評価」
http://www.sing.co.jp/school/practice/forurm22-2.html

７）佐藤郁子「研究事例 ６年：学び合いで考える力を育てる授業」
新しい算数研究、2005、No418、ｐ20

８）一ノ瀬喜子「数学的な思考力・表現力を高めるノート指導」
楽しい算数の授業、2012、No330、ｐ4～6

９）小松信哉「表現力を鍛えるノートにかかせたい5つの視点」
楽しい算数の授業、2012、No330、ｐ13～15

10）熊倉哲之「考え表現する能力を高めるグループ学習」
楽しい算数の授業、2011、No324、ｐ5～6

49




